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第16回「
第20回「

次回のご案内

B＆G財団では、会議を通じて、市町村長様、教育長様とのネットワークを
更に深め、連携・協力を密にし、地域住民の皆様の健康づくりに力を注いで
いきたいと考えております。

全国サミット」第16回「

日時：2024年1月23日（火）
場所：東京都内

対象：地域海洋センター所在市町村の
市町村長様、教育長様

全国教育長会議」第20回「

日時：2023年11月8日（水）
場所：東京都内

対象：ブロック連絡協議会幹事教育長様、
道府県連絡協議会が推薦する教育長様、
地域海洋センター所在市町村の教育長様

他

─皆様のご参加をお待ちしております─

全国サミット」
全国教育長会議」

第15回

50thth

第一部　14：00 ～

第二部　15：40～（予定）

7．  パネルディスカッション
　  「地域活性化に向けた取り組み事例」

地域共創 ～B&G 50th～



　本日は、第１５回「Ｂ＆Ｇ全国サミット」を開催いたしましたところ、公務ご多忙の
なか、全国３８６ヵ所の海洋センター所在自治体から、２５０人を超える市・町・村長を
はじめ、副首長や教育長など、７００人もの皆様にご列席を賜りました。主催者を代表
し心より厚くお礼申しあげます。
　また、ご来賓として、日ごろからＢ＆Ｇ財団に多大なご支援をいただいております
日本財団、ボートレース関係団体の皆様にもご臨席を賜り、重ねて厚くお礼申し
あげます。

　さて、「新型コロナウィルス」感染拡大の影響により、3年ぶりの開催となる、今回の
「Ｂ＆Ｇ全国サミット」のテーマは、「地域共創～Ｂ＆Ｇ 50th～」でございます。
　このテーマは、自治体が抱える様々な課題に対応し、持続可能な地域社会を
実現するためには、産学官民の協力は基より、全国のＢ＆Ｇネットワークの更なる連携
が不可欠であることから決定いたしました。
　また、本年３月、皆様方の長年のご理解とご協力によりＢ＆Ｇ財団は設立５０周年
を迎える運びとなり、更なる自治体・地域の発展のため、多岐に渡る諸事業を全力
で邁進していく決意を表わしたものでもございます。

　会議においては「地域共創」に係わる基調講演をはじめ、自治体での地域活性
化事例を市・町長から発表をいただきます。また、Ｂ＆Ｇ財団の今後の中長期計画
の説明も行わせていただきます。
　なお、今回は、社会情勢に配慮して、懇親会は実施いたしませんが、代わりに
「コーヒーブレイク」を設けておりますので、参加者の皆様には積極的な情報交換を
お願いいたします。

　おわりに、当財団は、これまで以上に、地域と地域で暮らす人々のために様々な
社会問題に取り組んでまいる所存でございます。本日ご出席の皆様には、引き続き
のご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげ、挨拶とさせていただきます。

津屋崎ブランチLLP代表、LOCAL&DESIGN(株)代表取締役、
一般社団法人まち家族代表、慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授、
東明館学園理事
■1993年、九州芸術工科大学（現九州大学）芸術工学部環境設計学科卒業後、
鹿島建設に就職。
　建築、都市計画プランナーやランドスケープデザイナーとして活動。仕事を通じて関
係者同士、あるいは開発者と住民との間に「対話の重要性」を感じ、学び始める。
■2005年、生まれ故郷の福岡へ戻り、自治体の総合計画策定や廃校の利活用な
ど、住民参加型の計画策定を行ったり、学校等、使わなくなった公共施設のリノ
ベーションのプロデュースなどをスタート。
■加えて「対話とファシリテーション」が民間企業、商工会議所、青年会議所、商工
会、観光協会、自治体、自治会、農協、組合、寺社などのあらゆる分野で求められ
るようになり、実学から得たノウハウを活用した組織改革、研修、コンサルティング、
起業支援、問題解決の合意形成などを行っている。
■2009年、福岡県福津市津屋崎という海沿いの小さな集落に移住し、創造的交
流拠点「津屋崎ブランチ」を開設。「本物の生き方、働き方、つながり」を実現する
プロジェクトを開始。古民家再生による移住者支援、老若男女の対話の場の提
供、起業家育成支援、学校現場への対話の普及、などを行い、この10年で数
100名を超える移住者を呼び寄せ、現在も取り組みを継続中。
■2018年、慶應義塾大学大学院特任教授に就任。協定を結んだ自治体を対象
に、公務員のリスキングや理論の社会実装化のプロジェクトなどを進めている。
1969年、福岡生まれ、53歳。

主催者挨拶　第 15 回「Ｂ＆Ｇ全国サミット」の開催にあたり

公益財団法人
ブルーシー・アンド・グリーンランド財団

会長 前田 康吉
津屋崎ブランチLLP

B&G全国サミット会議規則　（一部抜粋）
（役員）
第4条　　サミットを円滑に推進するため、次の役員を置き、首長をもってこれにあてる。
　　　　　会長　１名、　
　　　　　副会長　若干名、
　　　　　その他役員　必要に応じ別に定める
　　　５　サミットの役員の任期は原則３年とする。但し、再任を妨げない

現在、任期延長し就任いただいている全国サミット会長・副会長の任期が 2023 年 1 月 23 日
（第 15 回全国サミットの前日まで）となっております。そこで、本サミットにおきまして、正副会長
の選任をいたします。

B&G 全国サミット会長・副会長の選任について

現任期：2018 年 1 月 24 日～ 2023 年 1 月 23 日（第 15 回サミット開催日の前日まで）
改任期：2023 年 1 月 24 日～ 2024 年 1 月 22 日（第 16 回サミット開催日の前日まで）

【任期について】

◎職歴

基調講演 多様性に溢れた寛容な地域づくり
～福津市津屋崎での空き家活用と人口増加の取り組み～

1993 九州芸術工科大学（現九州大学）卒
1993‐1994 鹿島建設建築設計本部ランドスケープデザイン部
1994‐2002 同プランニング部
1999‐2002 財団法人国土技術研究センター出向
2002‐現在特定非営利活動法人地域交流センター（2005‐理事）
2008‐2010 福岡アーバンラボラトリー（FUL) スタッフ
2011‐現在 LOCAL＆DESIGN株式会社設立。代表取締役。
2011‐現在津屋崎ブランチ有限責任事業組合（LLP）代表
2018‐現在慶應義塾大学大学院政策メディア研究科特任教授
2019‐現在一般社団法人まち家族代表理事
2021‐現在東明館中学校・高校理事

○実績（抜粋）
・福津市総合計画策定審議会会長（2018）
・福岡市総合計画策定委員（2016～現在）
・柳川市行財政改革推進委員（2020～2022）

・コミュニティデザイナー養成講座青山大学（2013～ 2015）
・ご近所イノベータ―養成講座慶応大学×港区（2014～現在）
・まちの小さな起業塾 in 岩手町（2020～現在）
・富山県氷見市移住定住アドバイザー（2016-2017）
・長崎市コミュニティアドバイザー長崎市（2016～2019）

山口 覚 様代表

2 3



　本日は、第１５回「Ｂ＆Ｇ全国サミット」を開催いたしましたところ、公務ご多忙の
なか、全国３８６ヵ所の海洋センター所在自治体から、２５０人を超える市・町・村長を
はじめ、副首長や教育長など、７００人もの皆様にご列席を賜りました。主催者を代表
し心より厚くお礼申しあげます。
　また、ご来賓として、日ごろからＢ＆Ｇ財団に多大なご支援をいただいております
日本財団、ボートレース関係団体の皆様にもご臨席を賜り、重ねて厚くお礼申し
あげます。

　さて、「新型コロナウィルス」感染拡大の影響により、3年ぶりの開催となる、今回の
「Ｂ＆Ｇ全国サミット」のテーマは、「地域共創～Ｂ＆Ｇ 50th～」でございます。
　このテーマは、自治体が抱える様々な課題に対応し、持続可能な地域社会を
実現するためには、産学官民の協力は基より、全国のＢ＆Ｇネットワークの更なる連携
が不可欠であることから決定いたしました。
　また、本年３月、皆様方の長年のご理解とご協力によりＢ＆Ｇ財団は設立５０周年
を迎える運びとなり、更なる自治体・地域の発展のため、多岐に渡る諸事業を全力
で邁進していく決意を表わしたものでもございます。

　会議においては「地域共創」に係わる基調講演をはじめ、自治体での地域活性
化事例を市・町長から発表をいただきます。また、Ｂ＆Ｇ財団の今後の中長期計画
の説明も行わせていただきます。
　なお、今回は、社会情勢に配慮して、懇親会は実施いたしませんが、代わりに
「コーヒーブレイク」を設けておりますので、参加者の皆様には積極的な情報交換を
お願いいたします。

　おわりに、当財団は、これまで以上に、地域と地域で暮らす人々のために様々な
社会問題に取り組んでまいる所存でございます。本日ご出席の皆様には、引き続き
のご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげ、挨拶とさせていただきます。

津屋崎ブランチLLP代表、LOCAL&DESIGN(株)代表取締役、
一般社団法人まち家族代表、慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授、
東明館学園理事
■1993年、九州芸術工科大学（現九州大学）芸術工学部環境設計学科卒業後、
鹿島建設に就職。
　建築、都市計画プランナーやランドスケープデザイナーとして活動。仕事を通じて関
係者同士、あるいは開発者と住民との間に「対話の重要性」を感じ、学び始める。
■2005年、生まれ故郷の福岡へ戻り、自治体の総合計画策定や廃校の利活用な
ど、住民参加型の計画策定を行ったり、学校等、使わなくなった公共施設のリノ
ベーションのプロデュースなどをスタート。
■加えて「対話とファシリテーション」が民間企業、商工会議所、青年会議所、商工
会、観光協会、自治体、自治会、農協、組合、寺社などのあらゆる分野で求められ
るようになり、実学から得たノウハウを活用した組織改革、研修、コンサルティング、
起業支援、問題解決の合意形成などを行っている。

■2009年、福岡県福津市津屋崎という海沿いの小さな集落に移住し、創造的交
流拠点「津屋崎ブランチ」を開設。「本物の生き方、働き方、つながり」を実現する
プロジェクトを開始。古民家再生による移住者支援、老若男女の対話の場の提
供、起業家育成支援、学校現場への対話の普及、などを行い、この10年で数
100名を超える移住者を呼び寄せ、現在も取り組みを継続中。
■2018年、慶應義塾大学大学院特任教授に就任。協定を結んだ自治体を対象
に、公務員のリスキングや理論の社会実装化のプロジェクトなどを進めている。
1969年、福岡生まれ、53歳。

主催者挨拶　第 15 回「Ｂ＆Ｇ全国サミット」の開催にあたり

公益財団法人
ブルーシー・アンド・グリーンランド財団

会長 前田 康吉
津屋崎ブランチLLP

B&G全国サミット会議規則　（一部抜粋）
（役員）
第4条　　サミットを円滑に推進するため、次の役員を置き、首長をもってこれにあてる。
　　　　　会長　１名、　
　　　　　副会長　若干名、
　　　　　その他役員　必要に応じ別に定める
　　　５　サミットの役員の任期は原則３年とする。但し、再任を妨げない

現在、任期延長し就任いただいている全国サミット会長・副会長の任期が 2023 年 1 月 23 日
（第 15 回全国サミットの前日まで）となっております。そこで、本サミットにおきまして、正副会長
の選任をいたします。

B&G 全国サミット会長・副会長の選任について

現任期：2018 年 1 月 24 日～ 2023 年 1 月 23 日（第 15 回サミット開催日の前日まで）
改任期：2023 年 1 月 24 日～ 2024 年 1 月 22 日（第 16 回サミット開催日の前日まで）

【任期について】

◎職歴

基調講演 多様性に溢れた寛容な地域づくり
～福津市津屋崎での空き家活用と人口増加の取り組み～

1993 九州芸術工科大学（現九州大学）卒
1993‐1994 鹿島建設建築設計本部ランドスケープデザイン部
1994‐2002 同プランニング部
1999‐2002 財団法人国土技術研究センター出向
2002‐現在特定非営利活動法人地域交流センター（2005‐理事）
2008‐2010 福岡アーバンラボラトリー（FUL) スタッフ
2011‐現在 LOCAL＆DESIGN株式会社設立。代表取締役。
2011‐現在津屋崎ブランチ有限責任事業組合（LLP）代表
2018‐現在慶應義塾大学大学院政策メディア研究科特任教授
2019‐現在一般社団法人まち家族代表理事
2021‐現在東明館中学校・高校理事

○実績（抜粋）
・福津市総合計画策定審議会会長（2018）
・福岡市総合計画策定委員（2016～現在）
・柳川市行財政改革推進委員（2020～2022）

・コミュニティデザイナー養成講座青山大学（2013～ 2015）
・ご近所イノベータ―養成講座慶応大学×港区（2014～現在）
・まちの小さな起業塾 in 岩手町（2020～現在）
・富山県氷見市移住定住アドバイザー（2016-2017）
・長崎市コミュニティアドバイザー長崎市（2016～2019）

山口 覚 様代表

2 3



パネルディスカッション 「地域活性化に向けた取り組み事例」

【登壇者紹介】

北海道　下川町
町長　谷　一之　様

岐阜県　可児市
市長　冨田　成輝　様

島根県　雲南市
市長　石飛　厚志　様

北海道　下川町の取り組み

岐阜県　可児市の取り組み

島根県　雲南市の取り組み

農業、林業・林産業が基幹産業。夏は

プラス30度以上、冬はマイナス30度

以下になる年もあるなど寒暖差が大き

く、積雪も多い。スキージャンプが盛ん

で、これまで7名のオリンピック選手を

輩出している。

中国山地に抱かれ、「日本桜百選」「日

本滝百選」「日本棚田百選」など自然

に恵まれ、コウノトリの住む田園風景

が広がる。ヤマタノオロチ伝説など出

雲神話ゆかりの地や国宝となる古代

遺跡がある神話と歴史のまち。

自然豊かで美濃桃山陶の窯跡や戦国

時代の山城跡など歴史、文化の資源

が身近にあり、それを守る市民活動も

盛んな魅力あふれるまち。

世界的な技術を誇る多くの企業や商

業施設は市の経済を支え働く場を提

供している。

～持続可能な地域社会の実現～

　下川町は、約20年前から、経済・社会・環境の三側面の価値創造、統合的解決に取り組んでおり、豊富な森林資
源を最大限活用した「持続可能な地域社会の実現」を目指している。
　年間50haの伐採と植林、適正な森林管理を60年サイクルで繰り返す循環型森林経営を基軸に、伐採された木材
は、なるべく地域内で様 な々形に加工し地域外に流通、枝葉も利用、利用価値の無い林地残材は木質バイオマスボ
イラーの熱として利用するなど、「森林の恵みを余すことなく」活用する仕組みを構築している。
　このような取り組みが評価され、2017年には「第1回ジャパンSDGsアワード」で、最高賞にあたるSDGs推進本部長
（内閣総理大臣賞）賞を受賞、2018年にはSDGs未来都市に選定された。
　下川町では、町民が主体となり、「2030年における下川町のありたい姿（下川版SDGs）」を策定、町独自で７つの
ゴールを掲げ、総合計画など主要な行政計画の将来像として位置づけ、まちづくりを進めている。

～『ソーシャルチャレンジバレーへの挑戦～
「子ども×若者×大人×企業チャレンジ」による持続可能なまちづくり～』～

　全国に先駆けて人口減少、高齢化が進む中、課題解決先進地域を目指し、2019 年に施行した「雲南市チャ
レンジ推進条例」に基づき、若者、大人の全世代が地域課題と向き合い、解決するための様 な々チャレンジに取
り組んでいる。
　地域を自らの手で良くしていく「地域自主組織」という名の小規模多機能自治（大人チャレンジ）をベースに、
保幼小中高一貫したキャリア教育を基礎にした地域課題の探求活動（子どもチャレンジ）や、「幸雲南塾」を通
じた志ある若者たちのつながりの形成と人材育成（若者チャレンジ）を進めている。
　また、社会課題解決に関心のある企業と地域が協働し、雲南市の社会課題をともに解決していく「企業チャレ
ンジ」をスタートさせ、加茂B&G海洋センターや子供の第三の居場所なども活用しながら、子育て環境の充実
や健康長寿日本一への取り組み、過疎地域の生活支援等に果敢にチャレンジしている。

～住みごこち一番・可児～安心・元気・楽しいまち～

　可児市は、団地開発によって人口が増加してきたが、平成 20 年のリーマンショック以後、人口減少が続いた。
平成 22 年の市長就任以来、子育て支援や企業誘致などに積極的に取り組んだ結果、平成 26 年に人口増加
へと転じ国勢調査においても人口増加を続けている。
　子育て支援施策としては、平成 24 年に全国初となる「子どものいじめの防止に関する条例」を制定するとともに、
市長部局に「いじめ防止専門委員会」を設置し教育委員会と連携していじめ防止に取り組むほか、可児駅前に
子育てワンストップサービスを提供する施設「子育て健康プラザ マーノ」をオープンした。児童生徒数が小学校、
中学校ともに県内１位のマンモス校があり、外国籍の小中学生は県内の4分の1を占める状況である。
　市への愛着につながる楽しみづくりとして、市内にある戦国時代の山城跡や鎌倉時代の「承久の乱」古戦場
跡を活用し「チャンバラ合戦 IKUSA」や「全国山城サミット」等のイベントをボランティアの皆さんと一緒に続けており、
全国からも多くの方にお越しいただいている。
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日本財団助成申請中につき、事業の決定は年度末となるため、
各事業の詳細は2023年度のブロック総会にてご案内させていただきます。

2023 年度　B&G財団の主な事業（予定）

自然体験格差解消のために　寄付型自動販売機の設置をお願いします

Ｂ＆Ｇ財団では、これまで実施してきた「B&G 海洋センター」を活用した地域の活性化や海洋教育・環境保全
活動をはじめ、新たに、自然災害等への備え・対応により地域の強靭化を推進する事業や課題を抱える子どもたち
の居場所づくりなど、地域の発展や明るい未来に貢献するため社会問題への対応・解決に挑戦していきます。

子どもの健やかな成長には、多様な体験が必要です。特に活発な身体活動を伴う自然体験学習は、自尊
心を高め、学習意欲の向上にも良い効果があることが分かっています。しかし、経済的、家庭的、身体
的な理由から、参加したくとも参加できない子どもたちがいます。
このような「自然体験格差」を解消するために、寄付型のアイスクリーム自動販売機「笑顔を届ける自
動販売機」の設置を進めています。

お預かりしました寄付金は、海洋センター・クラブ等で行われる体験格差解消事業に活用いたします。

◆時期：通年
◆場所：全国の市区町村
◆内容：家庭に様々な課題を抱える子どもたちを対象に、
　　　　放課後等の時間に、信頼できる大人や友達と安心して
　　　　過ごせる場所を提供し、「生き抜く力」を育む
◆支援：開設支援上限5,000万円および最大3年間の
　　　　運営支援費

◆時期：通年
◆場所：海洋センター・クラブ所在自治体
◆内容：地域協働でふるさとゆかりの偉人マンガを製作し
　　　　発行する。また、小中学生へ配布し、学校教育で
　　　　活用するほか、図書館での企画展等を実施
◆支援：製作費上限3,000,000円

社会課題の解決と地域の健全な発展

修繕助成金の受付（2024年度分）
◆申請期間：2023年8月中旬（予定） 
◆対象：原則A評価以上のB&G海洋センター
◆内容：施設の多機能化及び機能保全、機能向上等の修繕、
　　　　被災による施設の原状復帰等に対して助成金を交付

舟艇器材の追加・再配備（2023年度分）
◆申請期間：2023年2月（予定）

◆申請期間：2023年1月下旬（予定）
◆対象：要件を満たした海洋センターや地域団体等
◆内容：活動に必要な舟艇器材を配備

海洋センター・海洋クラブの施設整備

学習と体験活動による子育て支援「BG塾」
◆時期：小学校の春・夏・冬休み期間中
◆場所：全国の海洋センター・クラブ他
◆内容：学習と体験活動が両立した教室の開催支援

海洋センター・海洋クラブの活性化

センター・インストラクター養成研修
◆時期：2023年6月4日～7月6日、
　　　　2023年8月30日～10月1日　両期間とも33日間
◆場所：沖縄県本部町（6月）、鹿児島県天城町（9月）
◆対象：海洋センター担当者など
◆内容：青少年の健全育成をはじめ、地域住民の健康づくりや
　　　　地域コミュニティの活性化を推進する指導員を養成
　　　　する
◆費用：参加費なし。開催地までの往復交通費及び期間中
　　　　宿泊費のみ自治体負担

B&G指導員研修会

「笑顔を届ける自動販売機」設置自治体

◆時期：2024年2月頃
◆場所：東京都内
◆対象：B&G指導員、海洋センター担当者など
◆内容：指導員の資質向上を目的とし、最新の指導法や
　　　　コーチング法、施設の管理運営等、指導者にとって
　　　　必要な知識を、著名人による基調講演や各種講師に
　　　　よる講義を通じて提供する。

指導員の養成と活用

B&G全国サミット
◆時期：2024年1月23日（火） 　
◆場所：東京都内
◆対象：全海洋センター所在自治体の市町村長および教育長
◆内容：特別基調講演、事例発表　ほか

B&G全国教育長会議
◆時期：2023年11月８日（水）
◆場所：東京都内
◆対象：B&G所在自治体全教育長
◆内容：基調講演、教育に関する事例発表　ほか

ブロック連絡協議会総会
◆時期：2023年4月～5月
◆場所：10ブロック連絡協議会　各会場
◆対象：全海洋センター所在自治体の市町村長
　　　　および教育長、担当者
◆内容：ブロック連絡協議会活動報告、事業計画、
　　　　B&G財団事業説明　ほか

全国会議の開催

海ごみゼロフェスティバル
◆時期：海ごみゼロウィーク（5月末～6月初旬、9月中旬）
◆場所：自治体の街中や水辺　等
◆内容：海洋ごみの削減を目的とした清掃活動
◆支援：清掃グッズや活動内容に則した支援金

◆時期：2023年4月～
◆場所：海洋センター・クラブ等所在自治体5ヶ所
◆内容：Ｂ＆Ｇ財団と自治体の連携・協働による拾い箱を
　　　　設置。また、拾い箱の地域定着に向けてお披露目会
　　　　と海岸清掃イベントを開催する
◆支援：拾い箱の製作・看板設置やイベント開催等に係る
　　　　費用として上限233万円を支援

誰もが海に親しめる事業の推進

「子ども第三の居場所」開設と運営支援

ふるさとゆかりの偉人マンガの製作と活用事業

海洋クラブ・サポーター登録制度

海洋ごみ削減に向けた「拾い箱」の設置

海洋センター 寄付付きアイス

海洋センター運営者 B&G財団

施設利用者

販売

実施

購入

販売手数料 寄付

自然体験格差
解消事業

「笑顔を届ける自動販売機」のしくみ

岩手県一関市　　群馬県玉村町　　埼玉県嵐山町　　　千葉県成田市　
石川県志賀町　　岐阜県可児市　　岐阜県中津川市　　徳島県徳島市　
徳島県海陽町　　愛媛県今治市　　高知県四万十町　　香川県小豆島町

募集中募集中

募集中募集中
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◆対象：B&G所在自治体全教育長
◆内容：基調講演、教育に関する事例発表　ほか

ブロック連絡協議会総会
◆時期：2023年4月～5月
◆場所：10ブロック連絡協議会　各会場
◆対象：全海洋センター所在自治体の市町村長
　　　　および教育長、担当者
◆内容：ブロック連絡協議会活動報告、事業計画、
　　　　B&G財団事業説明　ほか

全国会議の開催

海ごみゼロフェスティバル
◆時期：海ごみゼロウィーク（5月末～6月初旬、9月中旬）
◆場所：自治体の街中や水辺　等
◆内容：海洋ごみの削減を目的とした清掃活動
◆支援：清掃グッズや活動内容に則した支援金

◆時期：2023年4月～
◆場所：海洋センター・クラブ等所在自治体5ヶ所
◆内容：Ｂ＆Ｇ財団と自治体の連携・協働による拾い箱を
　　　　設置。また、拾い箱の地域定着に向けてお披露目会
　　　　と海岸清掃イベントを開催する
◆支援：拾い箱の製作・看板設置やイベント開催等に係る
　　　　費用として上限233万円を支援

誰もが海に親しめる事業の推進

「子ども第三の居場所」開設と運営支援

ふるさとゆかりの偉人マンガの製作と活用事業

海洋クラブ・サポーター登録制度

海洋ごみ削減に向けた「拾い箱」の設置

海洋センター 寄付付きアイス

海洋センター運営者 B&G財団

施設利用者

販売

実施

購入

販売手数料 寄付

自然体験格差
解消事業

「笑顔を届ける自動販売機」のしくみ

岩手県一関市　　群馬県玉村町　　埼玉県嵐山町　　　千葉県成田市　
石川県志賀町　　岐阜県可児市　　岐阜県中津川市　　徳島県徳島市　
徳島県海陽町　　愛媛県今治市　　高知県四万十町　　香川県小豆島町

募集中募集中

募集中募集中
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2021年度　優良海洋センター評価
「特A評価」海洋センター　314ヵ所

No. ブロック 道府県 センター名
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198

甲斐市敷島 
甲斐市双葉 
甲州市塩山 
大町市
下條村
白馬村
飯綱町牟礼
飯島町
上松町
生坂村
飯綱町三水 
松本市四賀
松本市波田
可児市
川辺町 
八百津町
中津川市福岡 
御嵩町
富加町
中津川市加子母 
中津川市付知
掛川市大東 
掛川市 
川根本町本川根 
牧之原市相良
袋井市袋井 
御前崎市
沼津市戸田 
浜松市三ヶ日
新城市作手 
東栄町 
清須市春日
西尾市一色 
豊川市小坂井
大台町
大紀町大内山
桑名市長島 
伊勢市御薗
菰野町 
熊野市紀和 
志摩市志摩 
伊賀市大山田
伊賀市阿山
志摩市浜島
亀山市関 
野洲市中主 
米原市山東 
多賀町 
高島市高島 
甲賀市甲南
米原市伊吹 
長浜市浅井
高島市今津 
甲賀市甲賀 
南丹市園部
宮津市
堺市美原 
南あわじ市南淡 
宍粟市千種
新温泉町浜坂
豊岡市出石
養父市おおや 
上郡町 
丹波篠山市
豊岡市竹野 
香美町香住 

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

中

　部

近

　畿

11
12
12

12

10

13
15

16

11

11

10
14

12

12
12

12

12
13

12
12
14

14

11
15

10
14

14

12

11

No. ブロック 道府県 センター名
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132

由利本荘市大内
八郎潟町
大仙市神岡
由利本荘市由利 
にかほ市象潟
舟形町
酒田市平田
柳津町
小野町
塙町 
田村市滝根
かすみがうら市千代田
笠間市岩間
小美玉市玉里
八千代町
北茨城市
石岡市 
五霞町 
小美玉市小川
常陸太田市水府 
下野市国分寺
那須烏山市南那須
さくら市喜連川
那須塩原市塩原
芳賀町
みなかみ町新治
明和町
玉村町
吉見町 
幸手市
嵐山町
久喜市栗橋
松伏町
白岡市
いすみ市
御宿町 
横芝光町横芝 
香取市小見川 
大多喜町 
香取市栗源 
南房総市千倉 
成田市大栄 
香取市山田
鋸南町
横芝光町光
胎内市中条
佐渡市小木 
燕市 
上越市頸城
新潟市中之口
新潟市味方 
新潟市新津 
佐渡市羽茂 
砺波市 
南砺市福野 
富山市八尾 
穴水町 
志賀町富来
白山市鶴来 
勝山市
あわら市金津
大野市
坂井市春江
坂井市丸岡 
山梨市牧丘
南アルプス市白根

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

秋田

山形

福島

新潟

富山

石川

福井

東

　北

関

　東

北

　陸

山梨中
部

12
10

11

10

12

11
12

16

15
15

19
12
12

12
12

13

13

10

11
15

14
12

12
12

11

14

14

15

No. ブロック 道府県 センター名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66

砂川市
小平町 
厚岸町
剣淵町 
大樹町 
鷹栖町 
斜里町 
愛別町
遠別町 
新篠津村
大空町東藻琴
北竜町 
下川町
東神楽町
名寄市風連
積丹町
名寄市
和寒町
芦別市 
長万部町
上富良野町 
東川町
美幌町
大空町女満別 
石狩市 
浦臼町 
秩父別町 
沼田町
岩見沢市栗沢
苫前町
滝川市 
古平町 
室蘭市
弘前市 
五所川原市市浦
平川市尾上 
鶴田町 
南部町名川
平内町
五所川原市金木
六戸町 
弘前市岩木
山田町
久慈市山形
一関市東山
岩泉町 
洋野町種市 
大船渡市三陸
九戸村
奥州市前沢
一関市藤沢 
陸前高田市
登米市中田
亘理町
松島町
川崎町 
大郷町 
大崎市松山
蔵王町 
登米市迫
加美町中新田
能代市 
にかほ市金浦
潟上市天王
男鹿市 
由利本荘市西目 

北海道

青森

岩手

宮城

北
海
道

東

　北

秋田

14

11

11

12

12

14
13

13

11

11

11

11

19

12

13
10

10

13

13
12

10

15

20
12

13

13
12

15
12

■「A評価」海洋センター　93ヵ所
No.ブロック道府県 センター名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

せたな町
枝幸町歌登
中泊町中里
十和田市
八幡平市松尾
普代村
花巻市東和
涌谷町
登米市米山
栗原市築館
仙台市泉
横手市十文字
潟上市飯田川
三種町八竜
湯沢市
大潟村
本宮市白沢
板倉町
鶴ヶ島市
阿賀町三川
阿賀町津川
阿賀野市安田
阿賀町上川
上市町

北海道

岩手

宮城

秋田

福島

新潟

富山

群馬
埼玉

青森

東

　北

関
東

北

　陸

北
海
道

No.ブロック道府県 センター名
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48

高岡市福岡
永平寺町松岡
越前町朝日
若狭町三方
池田町
甲州市勝沼
中央市玉穂
富士見町
長和町和田
山形村
阿南町
恵那市明智
高山市国府
恵那市山岡
高山市清見
磐田市竜洋
掛川市大須賀
浜松市天竜
いなべ市大安
近江八幡市安土
京丹波町瑞穂
京丹波町和知
千早赤阪村
能勢町

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

三重
滋賀

京都

大阪

富山
北

　陸

中

　部

近

　畿

No.ブロック道府県 センター名
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72

市川町
神河町神崎
丹波市山南
淡路市東浦
多可町八千代
芦屋市
山添村
曽爾村
広川町
倉吉市関金
西ノ島町
美郷町邑智
出雲市平田
真庭市蒜山
笠岡市
浅口市鴨方
坂町
北広島町大朝
安芸高田市美土里
今治市大三島
みやま市高田
宮若市宮田
みやこ町犀川
飯塚市穂波

兵庫

奈良

和歌山
鳥取

島根

岡山

広島

愛媛

福岡

近

　畿

中

　国

北
九
州

No.ブロック道府県 センター名
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93

みやま市瀬高
福智町金田
築上町椎田
江北町
五島市岐宿
壱岐市勝本
由布市湯布院
宇佐市安心院
佐伯市鶴見
佐伯市上浦
日田市中津江
豊後高田市真玉
美里町砥用
日南市南郷
霧島市牧園
鹿屋市串良
南九州市知覧
南大隅町佐多
志布志市有明
本部町
うるま市勝連

福岡

佐賀

長崎

大分

熊本
宮崎

鹿児島

沖縄四国

北
九
州

南
九
州

【評価期間】2021年 4月 1日～
2022年 3月 31日 

No. ブロック 道府県 センター名
277
278
279
280
281
282
283
284
285
286
287
288
289
290
291
292
293
294
295
296
297
298
299
300
301
302
303
304
305
306
307
308
309
310
311
312
313
314

みやき町北茂安
南島原市加津佐
佐世保市小佐々 
南島原市西有家
平戸市生月
時津町 
杵築市
国東市武蔵
日田市天瀬
中津市耶馬溪 
国東市国見
竹田市直入
玖珠町
由布市挾間
長洲町
津奈木町 
湯前町 
菊池市泗水
玉名市岱明
南関町
南阿蘇村白水
宇城市三角 
菊池市旭志
あさぎり町免田
宮崎市田野
いちき串木野市串木野
長島町 
阿久根市 
さつま町 
日置市東市来 
薩摩川内市樋脇
天城町 
薩摩川内市上甑
南さつま市坊津 
与論町 
奄美市笠利
伊江村 
名護市

鹿児島

長崎

佐賀

大分

宮崎

熊本

沖縄

北

　九

　州

南

　九

　州

No. ブロック 道府県 センター名
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265
266
267
268
269
270
271
272
273
274
275
276

田布施町
長門市日置
周防大島町
岩国市美和 
阿南市那賀川
徳島市 
阿南市
牟岐町
美波町由岐 
那賀町鷲敷 
海陽町海南 
さぬき市津田
小豆島町内海 
さぬき市寒川
三豊市高瀬 
綾川町綾上
高松市国分寺
三豊市財田 
三木町
今治市吉海
久万高原町久万
松山市中島 
鬼北町広見 
西条市丹原
愛南町御荘 
今治市朝倉 
津野町東津野 
四万十町窪川  
柳川市大和
宗像市玄海
大任町 
築上町築城 
みやこ町豊津
久留米市三潴 
川崎町
朝倉市甘木 
太良町 
神埼市
鹿島市

福岡

佐賀

徳島

山口

香川

愛媛

高知

四

　国

北

　九

　州

No. ブロック 道府県 センター名
199
200
201
202
203
204
205
206
207
208
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237

姫路市家島 
宍粟市波賀
猪名川町
串本町
鳥取市 
鳥取市佐治
鳥取市気高
鳥取市鹿野
北栄町北条 
伯耆町岸本
松江市松江 
江津市桜江 
浜田市三隅 
雲南市加茂 
松江市宍道 
岡山市建部
備前市吉永 
新見市哲多
井原市美星 
津山市加茂 
美作市作東
井原市井原 
奈義町 
瀬戸内市長船 
和気町佐伯
瀬戸内市邑久 
矢掛町 
鏡野町 
赤磐市吉井 
新見市大佐
府中市
東広島市黒瀬 
呉市蒲刈
安芸高田市高宮
尾道市向島
安芸高田市八千代
北広島町芸北
東広島市安芸津 
萩市むつみ

広島

山口

鳥取

和歌山

兵庫

島根

岡山

中

　国

※　赤  …10年以上連続特A  　青  …9年連続特A　  　緑  …8年連続特A
【評価期間】2021年 4月 1日～ 2022年 3月 31日

13 16

14

10

12
11
13

15
14
10
13

14

11

11

13

14

11

13

15

18

13

13

14

14

13
11

12

13
13
16

10

10

11
12

15
13
13
12

18
10

10

12
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2021年度　優良海洋センター評価
「特A評価」海洋センター　314ヵ所

No. ブロック 道府県 センター名
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198

甲斐市敷島 
甲斐市双葉 
甲州市塩山 
大町市
下條村
白馬村
飯綱町牟礼
飯島町
上松町
生坂村
飯綱町三水 
松本市四賀
松本市波田
可児市
川辺町 
八百津町
中津川市福岡 
御嵩町
富加町
中津川市加子母 
中津川市付知
掛川市大東 
掛川市 
川根本町本川根 
牧之原市相良
袋井市袋井 
御前崎市
沼津市戸田 
浜松市三ヶ日
新城市作手 
東栄町 
清須市春日
西尾市一色 
豊川市小坂井
大台町
大紀町大内山
桑名市長島 
伊勢市御薗
菰野町 
熊野市紀和 
志摩市志摩 
伊賀市大山田
伊賀市阿山
志摩市浜島
亀山市関 
野洲市中主 
米原市山東 
多賀町 
高島市高島 
甲賀市甲南
米原市伊吹 
長浜市浅井
高島市今津 
甲賀市甲賀 
南丹市園部
宮津市
堺市美原 
南あわじ市南淡 
宍粟市千種
新温泉町浜坂
豊岡市出石
養父市おおや 
上郡町 
丹波篠山市
豊岡市竹野 
香美町香住 

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

中

　部

近

　畿

11
12
12

12

10

13
15

16

11

11

10
14

12

12
12

12

12
13

12
12
14

14

11
15

10
14

14

12

11

No. ブロック 道府県 センター名
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132

由利本荘市大内
八郎潟町
大仙市神岡
由利本荘市由利 
にかほ市象潟
舟形町
酒田市平田
柳津町
小野町
塙町 
田村市滝根
かすみがうら市千代田
笠間市岩間
小美玉市玉里
八千代町
北茨城市
石岡市 
五霞町 
小美玉市小川
常陸太田市水府 
下野市国分寺
那須烏山市南那須
さくら市喜連川
那須塩原市塩原
芳賀町
みなかみ町新治
明和町
玉村町
吉見町 
幸手市
嵐山町
久喜市栗橋
松伏町
白岡市
いすみ市
御宿町 
横芝光町横芝 
香取市小見川 
大多喜町 
香取市栗源 
南房総市千倉 
成田市大栄 
香取市山田
鋸南町
横芝光町光
胎内市中条
佐渡市小木 
燕市 
上越市頸城
新潟市中之口
新潟市味方 
新潟市新津 
佐渡市羽茂 
砺波市 
南砺市福野 
富山市八尾 
穴水町 
志賀町富来
白山市鶴来 
勝山市
あわら市金津
大野市
坂井市春江
坂井市丸岡 
山梨市牧丘
南アルプス市白根

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

秋田

山形

福島

新潟

富山

石川

福井

東

　北

関

　東

北

　陸

山梨中
部

12
10

11

10

12

11
12

16

15
15

19
12
12

12
12

13

13

10

11
15

14
12

12
12

11

14

14

15

No. ブロック 道府県 センター名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66

砂川市
小平町 
厚岸町
剣淵町 
大樹町 
鷹栖町 
斜里町 
愛別町
遠別町 
新篠津村
大空町東藻琴
北竜町 
下川町
東神楽町
名寄市風連
積丹町
名寄市
和寒町
芦別市 
長万部町
上富良野町 
東川町
美幌町
大空町女満別 
石狩市 
浦臼町 
秩父別町 
沼田町
岩見沢市栗沢
苫前町
滝川市 
古平町 
室蘭市
弘前市 
五所川原市市浦
平川市尾上 
鶴田町 
南部町名川
平内町
五所川原市金木
六戸町 
弘前市岩木
山田町
久慈市山形
一関市東山
岩泉町 
洋野町種市 
大船渡市三陸
九戸村
奥州市前沢
一関市藤沢 
陸前高田市
登米市中田
亘理町
松島町
川崎町 
大郷町 
大崎市松山
蔵王町 
登米市迫
加美町中新田
能代市 
にかほ市金浦
潟上市天王
男鹿市 
由利本荘市西目 

北海道

青森

岩手

宮城

北
海
道

東

　北

秋田

14

11

11

12

12

14
13

13

11

11

11

11

19

12

13
10

10

13

13
12

10

15

20
12

13

13
12

15
12

■「A評価」海洋センター　93ヵ所
No.ブロック道府県 センター名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

せたな町
枝幸町歌登
中泊町中里
十和田市
八幡平市松尾
普代村
花巻市東和
涌谷町
登米市米山
栗原市築館
仙台市泉
横手市十文字
潟上市飯田川
三種町八竜
湯沢市
大潟村
本宮市白沢
板倉町
鶴ヶ島市
阿賀町三川
阿賀町津川
阿賀野市安田
阿賀町上川
上市町

北海道

岩手

宮城

秋田

福島

新潟

富山

群馬
埼玉

青森

東

　北

関
東

北

　陸

北
海
道

No.ブロック道府県 センター名
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48

高岡市福岡
永平寺町松岡
越前町朝日
若狭町三方
池田町
甲州市勝沼
中央市玉穂
富士見町
長和町和田
山形村
阿南町
恵那市明智
高山市国府
恵那市山岡
高山市清見
磐田市竜洋
掛川市大須賀
浜松市天竜
いなべ市大安
近江八幡市安土
京丹波町瑞穂
京丹波町和知
千早赤阪村
能勢町

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

三重
滋賀

京都

大阪

富山
北

　陸

中

　部

近

　畿

No.ブロック道府県 センター名
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72

市川町
神河町神崎
丹波市山南
淡路市東浦
多可町八千代
芦屋市
山添村
曽爾村
広川町
倉吉市関金
西ノ島町
美郷町邑智
出雲市平田
真庭市蒜山
笠岡市
浅口市鴨方
坂町
北広島町大朝
安芸高田市美土里
今治市大三島
みやま市高田
宮若市宮田
みやこ町犀川
飯塚市穂波

兵庫

奈良

和歌山
鳥取

島根

岡山

広島

愛媛

福岡

近

　畿

中

　国

北
九
州

No.ブロック道府県 センター名
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93

みやま市瀬高
福智町金田
築上町椎田
江北町
五島市岐宿
壱岐市勝本
由布市湯布院
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志布志市有明
本部町
うるま市勝連

福岡

佐賀

長崎

大分

熊本
宮崎

鹿児島

沖縄四国

北
九
州

南
九
州

【評価期間】2021年 4月 1日～
2022年 3月 31日 

No. ブロック 道府県 センター名
277
278
279
280
281
282
283
284
285
286
287
288
289
290
291
292
293
294
295
296
297
298
299
300
301
302
303
304
305
306
307
308
309
310
311
312
313
314

みやき町北茂安
南島原市加津佐
佐世保市小佐々 
南島原市西有家
平戸市生月
時津町 
杵築市
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日田市天瀬
中津市耶馬溪 
国東市国見
竹田市直入
玖珠町
由布市挾間
長洲町
津奈木町 
湯前町 
菊池市泗水
玉名市岱明
南関町
南阿蘇村白水
宇城市三角 
菊池市旭志
あさぎり町免田
宮崎市田野
いちき串木野市串木野
長島町 
阿久根市 
さつま町 
日置市東市来 
薩摩川内市樋脇
天城町 
薩摩川内市上甑
南さつま市坊津 
与論町 
奄美市笠利
伊江村 
名護市

鹿児島

長崎

佐賀

大分

宮崎

熊本

沖縄

北

　九

　州

南

　九

　州

No. ブロック 道府県 センター名
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265
266
267
268
269
270
271
272
273
274
275
276

田布施町
長門市日置
周防大島町
岩国市美和 
阿南市那賀川
徳島市 
阿南市
牟岐町
美波町由岐 
那賀町鷲敷 
海陽町海南 
さぬき市津田
小豆島町内海 
さぬき市寒川
三豊市高瀬 
綾川町綾上
高松市国分寺
三豊市財田 
三木町
今治市吉海
久万高原町久万
松山市中島 
鬼北町広見 
西条市丹原
愛南町御荘 
今治市朝倉 
津野町東津野 
四万十町窪川  
柳川市大和
宗像市玄海
大任町 
築上町築城 
みやこ町豊津
久留米市三潴 
川崎町
朝倉市甘木 
太良町 
神埼市
鹿島市

福岡

佐賀

徳島

山口

香川

愛媛

高知

四

　国

北

　九

　州

No. ブロック 道府県 センター名
199
200
201
202
203
204
205
206
207
208
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237

姫路市家島 
宍粟市波賀
猪名川町
串本町
鳥取市 
鳥取市佐治
鳥取市気高
鳥取市鹿野
北栄町北条 
伯耆町岸本
松江市松江 
江津市桜江 
浜田市三隅 
雲南市加茂 
松江市宍道 
岡山市建部
備前市吉永 
新見市哲多
井原市美星 
津山市加茂 
美作市作東
井原市井原 
奈義町 
瀬戸内市長船 
和気町佐伯
瀬戸内市邑久 
矢掛町 
鏡野町 
赤磐市吉井 
新見市大佐
府中市
東広島市黒瀬 
呉市蒲刈
安芸高田市高宮
尾道市向島
安芸高田市八千代
北広島町芸北
東広島市安芸津 
萩市むつみ

広島

山口

鳥取

和歌山

兵庫

島根

岡山

中

　国

※　赤  …10年以上連続特A  　青  …9年連続特A　  　緑  …8年連続特A
【評価期間】2021年 4月 1日～ 2022年 3月 31日
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海洋センター評価は、各施設の管理・運営面を把握し、今後の活動の活性化に役立てるとともに、Ｂ＆Ｇ
財団が行う支援活動の指標とすることを主な目的として、２００３年度から導入しているものです。
評価は最優良である特ＡからＥまでの６段階で、第１５回「Ｂ＆Ｇ全国サミット」では、２０２１年度評価

において特Ａ・Ａ評価を獲得したセンターを表彰いたします。

岩手県一関市東山Ｂ＆Ｇ海洋センター
プール1 佐藤　善仁　市長

北海道滝川市Ｂ＆Ｇ海洋センター
艇 庫1 前田　康吉　市長

岩手県奥州市前沢Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館プール2 倉成　 淳　市長

秋田県男鹿市Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館プール3 菅原　広二　市長

山形県舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館プール

プール

4 森　富広　町長

茨城県北茨城市Ｂ＆Ｇ海洋センター5 豊田　稔　市長

新潟県燕市Ｂ＆Ｇ海洋センター6 鈴木　力　市長

長野県白馬村Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館プール7 丸山　俊郎　村長

静岡県掛川市大東Ｂ＆Ｇ海洋センター
プール艇 庫8 久保田　崇　市長

兵庫県養父市おおやＢ＆Ｇ海洋センター
体育館プール9 広瀬　栄　市長

岡山県備前市吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館艇 庫10 𠮷村　武司　市長

岡山県津山市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館プール11 谷口　圭三　市長

広島県東広島市黒瀬Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館艇 庫12

広島県東広島市安芸津Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館13 髙垣　廣德　市長

大分県中津市耶馬溪Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館プール14 奥塚　正典　市長

鹿児島県阿久根市Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館艇 庫15 西平　良将　市長

20 年連続・10年連続特Ａ評価獲得センター

20年連続特Ａ評価獲得センター

10年連続特A評価獲得センター

温水プール

温水プール

温水プール

プール

10 11

「Ｂ＆Ｇ全国サミット」共同宣言

第 1 回～12 回

一． 海洋センターとの連携

一． 施設の運営と管理

一． 積極的な事業の推進

一． 情報・ノウハウの共有

一． 環境・防災・水辺の安全教育の推進

一． 「東日本大震災」の復旧・復興

一． 災害時等における相互応援

一． オリジナリティを生かした魅力ある地域づくり

一． より強固な連携体制の確立

一． 誰もが輝ける地域づくり

一． 地域力を活かしたまちづくり

第 15 回（案）
一 . 「地域共創」

B＆Ｇネットワークをはじめ、産学官民の更なる
連携協力の基、地域の課題に共に取り組み、
持続可能な地域社会の現実を目指そう！

2023年 1月 24日
海洋センター所在市町村長一同
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一． より強固な連携体制の確立

一． 誰もが輝ける地域づくり

一． 地域力を活かしたまちづくり

第 15 回（案）
一 . 「地域共創」

B＆Ｇネットワークをはじめ、産学官民の更なる
連携協力の基、地域の課題に共に取り組み、
持続可能な地域社会の現実を目指そう！

2023年 1月 24日
海洋センター所在市町村長一同



公益財団法人 ブルーシー・アンド・グリーンランド財団

全国サミット ２０２３年１月２４日（火） 
東京ビッグサイト国際会議場

１．  主催者挨拶 Ｂ＆Ｇ財団 会長　前田　康吉
日本財団 理事長 尾形　武寿 様２．  来賓挨拶・紹介

4．  基調講演「多様性に溢れた寛容な地域づくり
  ～福津市津屋崎での空き家活用と人口増加の取り組み～」

津屋﨑ブランチＬＬＰ代表 山口　　覚 様
コーヒーブレイク

3．  全国サミット正副会長の選任

北海道下川町　町長 谷　　一之 様

全国指導者会会長　青森県南部町　町長 工藤　祐直 様

岐阜県可児市　市長 冨田　成輝 様
島根県雲南市　市長 石飛　厚志 様

5．  Ｂ＆Ｇ財団の取り組み

６．  全国指導者会からの連絡

8．  優良海洋センター表彰

9．  第１５回Ｂ＆Ｇ全国サミット共同宣言

公益財団法人 ブルーシー・アンド・グリーンランド財団

第16回「
第20回「

次回のご案内

B＆G財団では、会議を通じて、市町村長様、教育長様とのネットワークを
更に深め、連携・協力を密にし、地域住民の皆様の健康づくりに力を注いで
いきたいと考えております。

全国サミット」第16回「

日時：2024年1月23日（火）
場所：東京都内

対象：地域海洋センター所在市町村の
市町村長様、教育長様

全国教育長会議」第20回「

日時：2023年11月8日（水）
場所：東京都内

対象：ブロック連絡協議会幹事教育長様、
道府県連絡協議会が推薦する教育長様、
地域海洋センター所在市町村の教育長様

他

─皆様のご参加をお待ちしております─

全国サミット」
全国教育長会議」

第15回

50thth

第一部　14：00 ～

第二部　15：40～（予定）

7．  パネルディスカッション
　  「地域活性化に向けた取り組み事例」

地域共創 ～B&G 50th～


